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理　念

　高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな人材を育成する。

目　的

　奥羽大学は、教育基本法（昭和22年法律第25号）並びに学校教育法（昭和22年法律第26号）に基
づき、広く知識を養うと共に、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を育成し、
国民の福祉と文化の発展に寄与することとし各学部のその目的は、次の各号のとおりとする。
１．歯学部は、高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな歯科医師を養成する
２．薬学部は、高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな薬剤師を養成する

奥羽大学の理念・目的

学長　清　浦　有　祐
このたびは、ご卒業おめでとうございます。
入学以来、この日を心待ちにしていたことでし
ょう。心よりお祝いを申し上げます。本来ならば、
皆さん一人ひとりの顔を見ながら祝いの言葉を
伝えたかったのですが、新型コロナウイルス感
染症の収束には未だ至っておりません。そのため、
卒業される皆さんのみならず、皆さんのご家族
の方々の健康と安全を考えた結果、このような
形で伝えることとなりました。どうかご理解を
いただきますようお願い申し上げます。
奥羽大学は、1972年に影山四郎先生が東北初
の歯科大学である東北歯科大学として創立され
ました。当時の東北地域は、齲蝕や歯周病に悩
む多くの患者さんが歯科医師と歯科診療所の少
なさから十分な歯科医療を受けることができな
い状態にありました。そのような状況を打破す
るために、影山四郎先生は周囲からあった反対
の声にも動ぜず、確固たる信念に基づいて歯科
大学を開学されました。その後、東北歯科大学
は1986年には大学院を開設し、1988年に名称を

奥羽大学に変更し、2005年には薬学部を開設
しました。以来、本日で歯学部は4,392名、薬学
部は1,180名の学士を、大学院は413名の博士を
世に送り出すことになります。このように奥羽
大学は、日本有数の医療系大学としての地位を
確立しています。皆さんは、このことに誇りを
持って卒業してください。
我々奥羽大学の教員一同は、創立以来の理念
である「高度な専門知識と技術を備えた人間性
豊かな人材を育成する」ために信念を持って皆
さんの教育にあたってきました。このことは、
我々の誇りです。そして、卒業生全員の自信に
つながるものです。社会に出て何か困難なこと
に直面した際は、皆さんは日本の医療系大学の
中で最も熱意を持った教員に教育を受けたこと
を思い出してください。必ず解決することがで
きます。安心してください。
現在の日本は、「少子高齢化社会を切りひらき、
誰もが夢を追求できる社会や、高齢になっても
健康の不安なく、人生を楽しめる社会の実現」を
目指しています。そして、これを実現するため

卒業生の皆さんへ

2022年度卒業式は、3 月10 日㈮、本学に保護者や来賓を迎えて行う予定であった。しかし、新型コロ
ナウイルス感染症は未だ収束していないことから、昨年度に引き続き中止となった。
卒業生と保護者には心待ちにしていた卒業式ではあるが、来場者の健康と安全を考慮した上での決断
であった。なお、卒業証書と学位記は、後日、郵送にて保護者へ届けられることになっている。

2022年度卒業式を中止

（２）



福島県医療福祉関連教育施設協議会は、福島
県内の医療福祉の教育施設間の連携を通して、
将来の県内の医療を担う若者を “ネクストホー
プ” と呼んで毎年研修会を開催している。昨年
度は、新型コロナウイルス感染拡大の最中であ
ったため開催できなかったが、2022年度は協議
会会員校の協力の下開催することができた。本
学薬学部からは3年生2名、2年生3名が参加し
た。
2022年11月5日㈰、ポラリス保健看護学院メ

グレズホールにおいて第1回研修が開催され、
テーマは『多職種連携で衛る災害時のいのちと
くらし～災害を乗り越えた私たちができること
～』であった。午前はシンポジウムが開かれ、
2011年東日本大震災の時に様々な救助支援を経
験された看護師・保健師・作業療法士の方々や

2022年度福島県医療福祉関連教育施設協議会
県中地区ネクストホープ研修会の開催

2016年熊本地震の時に災害医療チームの薬剤師
として派遣された方から貴重な経験を聴くこと
ができた。午後は、「災害発生！どう行動する？」
をテーマにグループワークを行った。参加学生
は、自然災害に対して、人として、医療人育成
機関の学生として、また自分の目指している専
門職者として考え、議論した。
12月3日㈯には、第2回研修会を郡山看護専

門学校において開催した。この回は「避難所運
営をみんなで考えてみよう！！」をテーマに、
避難所運営ゲーム「HUG（ハグ）®」を利用して、
グループに分かれて仮想避難所の運営をシミュ
レーションした。様々な医療職種の立場で、避
難所にやってきた被災者に効率的に対応するこ
との難しさを実感している学生が多かったよう
である。

に政府によって「ムーンショット計画」が立案
されました。この計画の目標７に、「2040年まで
に主要な疾患を予防・克服し100歳まで健康不安
なく人生を楽しむためのサスティナブルな医療・
介護システムを実現」することがあります。当
然のことながら、歯科医師・薬剤師の参加が無け
れば、このムーンショット計画は実現できません。
すなわち、皆さんはこれからの日本社会の発展
になくてはならない人なのです。
しかし、どれだけ優れた才能に溢れた歯科医
師・薬剤師になっても本学の理念である「人間性
豊かな人材」という原点を忘れてはなりません。
「人間性豊かな」ということは、「人としての徳」
を持つことです。そのために、人は志を持ち、清
廉な心を持たなくてはなりません。ぜひ、皆さ
んは志を立てて、それを必ず達成させてください。
私はこれまでに多くの医療人や研究者の方々と
接してきましたが、その人の成功を決定するの
は技術の高さや知識の多さではなく、その人の
人柄であり、「徳」であると痛感しています。そ
して、皆さんが卒業後もさらに高い医療技術や
歯学・薬学の先端的知識を身に付けなくてはな
らない理由は、そのことを他の人に自慢するた
めではありません。それは病に苦しむ患者さん

を助けるためのものであり、皆さん自身の徳
を高めるためのものです。
最後に、私がいつも心に刻んでいる言葉を贈
らせていただきます。それは、　「貞観政要」と
いう書籍に出てくる「三鏡」の中の「人の鏡」と「銅
の鏡」です。貞観政要は、中国の唐の時代に編纂
された有名な古典ですが、現在でも通用する名
著です。まず、「人の鏡」とは、他人の厳しい言
葉を受け入れて自分自身を変革することの必要
性を意味します。これからの社会生活の中で、
上司、先輩や友人から様々な意見を投げかけら
れることがあるかと思います。その際は、素直
にその言葉を受け入れて自分を見つめ直してく
ださい。そして2つ目の「銅の鏡」とは、鏡に自
分を写した時に常に明るく元気な顔をしている
ことを確認することです。
奥羽大学の卒業生は、非常に礼儀正しいとの
声を学外の方からよく聞きます。これは、先輩
の方々が残してくれた大切な財産です。皆さん
であれば、この伝統を引き継ぐ歯科医師・薬剤師
として活躍してくれると確信しております。こ
れから、医療人として素晴らしい人生を歩んで
くれることを願って、祝いの言葉とさせていた
だきます。

（３）



第72回奥羽大学歯学会が11月12日㈯に開催
された。新型コロナウイルス感染症対策として
Zoomを用いたオンライン開催であったが、当日
は学位口演6演題を含めた10演題の発表があっ
た。学位口演は大学院生の今までの努力が認め
られる内容で、多くの教員から建設的な質問や
助言などがあり、大学院生及び指導教員にとっ
て非常に有益な機会となった。また、臨床研究
に関しても3演題が発表された。臨床研究の質
的向上は、現在の歯科医学研究において最も求
められていることである。今回の発表は、いず
れも臨床現場で問題となっている課題に積極的
に取り組んだものであり、今後の研究の進展が
強く望まれる。

第72回奥羽大学歯学会の開催

去る2月7日㈫にオンラインにて、薬学部FD
委員会主催による第2回FD研修会を開催した。
山梨学院大学学習・教育開発センター長・特任教
授の成田秀夫（なりたひでお）先生をお招きし、
「薬学部学生の社会性を伸ばす PROG 活用法」と
いう講演を拝聴した。PROGとは、専攻・専門に
関わらず、社会で求められる汎用的な能力・態度・
志向=ジェネリックスキルを測定・育成するた
めのアセスメントプログラムであり、国内では
各大学のInstitutional Research (IR) 活動として
教育の質評価の観点からPROGが活用されてい
る。
私たちが学内の講義で学生に養ってほしいも
のは、専門科目の知識やそれを活用した問題解
決能力であるが、一方で「見えにくい力」（思考
力など）や「見えない力」（人間性など）を点数
化して可視化できるようにしたものがPROGテ
ストである。「見えにくい力」は「リテラシー」（地
頭のよさ）、「見えない力」は「コンピテンシー」（経
験から身に着く態度や志向）と定義される。
2022年度現在の薬学部生1年～ 4年生のスコア
はすでに初年次教育委員会が実施したPROGテ
ストで測定されており、このデータに基づいた
本学薬学部生のジェネリックスキルの現状分析
を聞くことができた。PROGは、本学の理念にあ
る「人間性の豊かさ」を可視化できるので、これ
を十分に活用して教育の質の向上に役立ててい
けるものと考えられた。

2022年度薬学部第2回FD研修会

去る2022年11月27日㈰、奥羽大学薬学部医
療薬学分野伊藤鍛教授を大会長として本学薬学
部が事務局となり、第61回日本薬学会東北支部
会を開催した。現地開催に向けて準備していた
ものの、依然として新型コロナ感染状況の改善
が見られなかったため、完全オンライン開催と
なった。
本学会は、化学系薬学、物理系薬学、生物 
系薬学、環境・衛生系薬学、医療系薬学、教育系
薬学に分かれており、各分野合計の演題数は85
に上り、参加人数は141名を数え、活発な議論
が展開された。また、本学薬学部からも多くの
演題が発表された。
さらに、早稲田大学先進理工学部柴田重信教
授をお招きして、「時間栄養学の視点で健康科
学を考える」と題した特別講演をいただいた。
ヒトの睡眠覚醒リズム、体温変化や血圧変動は
日内変動が知られており、これに大きくかかわ
っているのが時計遺伝子である。この機能を応
用して疾病や投薬時間を考慮する時間薬理学が
登場し、さらに、時間薬理学を食・栄養科学に
応用して体内時計と食や栄養との相互関係を明
らかにする時間栄養学が誕生した。柴田先生は、
食・栄養が体内時計に及ぼす影響について多く
のデータを踏まえてご教授くださった。ヒトの
体内時計は24時間周期ではなく、それより15～

第61回日本薬学会東北支部会の開催

30分程度長いことが知られており、このずれを
リセットするのが外界の朝の光刺激である。一
方、夜遅く摂る食事は末梢臓器の時計を夜型化
してリセットさせるため、臓器間の時差ぼけが
生じて体調を崩すとの説明があった。柴田先生
は「社会的時差ぼけ」という言葉で表現され、
週末に寝だめすることの有害性も指摘された。
週末寝だめをして生活リズムを崩すと、日本時
間で生活していても体内時計はインド時間とし
て働いていることもあるようである。つまり、
インドと日本では3.5時間の時差があり、日本
で午前8時30分はインドでは早朝5時なので脳
を含めた各臓器は眠いわけだ。本学学生の学業
成績にも影響しかねない話として拝聴した。

（４）



附属病院

昨年12月13日㈫、自衛消防訓練が附属病院
で実施された。新規採用の教職員を中心に学
内外の約40名が参加した。病院棟3階総合歯
科診療室付近から火災が発生し、逃げ遅れた
者がいるという想定に基づいて行われた。5階
に設置している垂直式救助袋を利用した避難
では、参加者が積極的に脱出の訓練にあたっ
た。また、消火器を用いた訓練では、新人歯科
衛生士等が屋外で実際に放水を行い、消火に
必要な技術を訓練した。

自衛消防訓練

自衛消防訓練

日本に西洋の活字印刷をもたらしたヴァリニャーノの著書に『日本巡察記』（松田毅一ほか訳　
平凡社　東洋文庫）229）がある。日本の巡察使としてイエズス会本部に書き送った機密報告書
（1583年）で、日本の社会や風俗、布教情勢などが仮借なく記されている。当時の外国人の目に、
日本人はどのように映ったのだろうか。関係箇所を拾い出してみよう。

・人々は礼儀正しく、礼節、上品、国民は有能だが、一般に貧困である。
・日本人は全世界でもっとも面目と名譽を重んずる国民である。
・領主はその家臣の生命、財産を左右する権力を有しているので、家臣たちから畏敬されている。
・日本人は忍耐強く、飢餓や寒気、また人間としてのあらゆる苦しみや不自由を耐え忍ぶ。怒りを
　　外部に示さず、だまし打ちする。直接面と向かって話をしない。
・日本人は優雅で礼儀正しく、秀でた天性と理解力を有する。
・日本人は心が清らかで、恥を知る心を有するから、一切の窃盗を嫌悪し、施与されたり借金し
　　ないために極度に貧困に堪える。

ヴァリニャーノの見た日本は安土桃山時代のことであるが、今日でもなるほどと思いあたると
ころがある。戦後、ノドス・ベネディクトが『菊と刀』で述べている日本の恥の文化、個人の内面
よりも他者の評価を基準として行動する日本人像と相通ずるものがある。

（Ａ）

「ヴァリニャーノが見た日本人」寄り道ちょっと

（５）



2022年度学位授与論文題名一覧
（学位記番号順）

森山　　光

鈴木　海路

田中　真喜

小澤　慶之

入澤　正晃

向井雄一郎

福島　和美

杉本　一野

神林　直大

学位取得者

生体管理学

口腔機能解剖学

歯周・歯内療法学

保存修復学

口腔機能解剖学

口腔機能解剖学

口腔感染症学

口腔感染症学

顎口腔外科学

専攻・講座

Anatomical Morphometry for Cricothyrotomy Puncture and 
Incision

Morphological Observation of the Buccinator and Superior 
Pharyngeal Constrictor Muscles

Candida glabrataの免疫不全宿主に対する病原性

歯周炎患者に対するPAOOと歯周組織再生療法の
併用療法の有効性に関する後ろ向きコホート研究

Candida tropicalis感染に対する宿主の免疫応答

頭頸部扁平上皮癌におけるPOSTN遺伝子の発現量と生存率との
相関性：in silico分析

Immunohistochemical Analysis of Nerve Distribution in Maxillary of 
Rats

Morphological Observation of the Origin of the Mylopharyngeal 
Part of the Superior Pharyngeal Constrictor Muscle

テアフラビン溶液によるEnterococcus faecalis, Streptococcus mutansに
対する殺菌効果の検証－カテキン溶液との比較－

論文題名

（６）



皆様こんにちは、いかがお過ごしでしょうか。
本年 3 月 13 日㈪よりコロナに関しましてマス

クの着用は緩和され、以前の日常が少しずつ戻っ
ていくことに期待を抱いております。
当分野では「冠橋義歯補綴学講義（第 3、4、6

学年）」「冠橋義歯補綴学実習（第 4学年）」と「臨
床実習（補綴系診療）（第 5学年）」を、羽鳥弘毅（教
授）、五十嵐一彰（講師）、盛植泰輔（講師）、雨
宮幹樹（助教）、伊藤歩（助教）、大友悠資（助教）、
内田光洋（助教）、山口雄大（助教）のスタッフ
8名で担当しております。
当分野において一番の目玉は「第 4 学年での
冠橋義歯補綴学実習」です。実習では、固定性
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依光 高志（歯学部28期生）
陽春の候、同窓生の皆様に
おかれましては、益々ご清栄
のこととお慶び申しあげま
す。
青森県支部の依光です。

高知県高知市に生を受けた私が、青森県は弘
前市で広報の執筆中なのです。大学を卒業後、
栃木県の大先輩にあたる増渕先生の医院で様々
な勉強をさせて頂き、今後の身の振り方を熟考
していた折に東日本大震災、両親との死別と様々
な環境変化が身に降りかかりました。結果、気
が付いたら弘前にて開業していました。
開業当初、知り合いもいない不安だらけの中、
最初にお声がけして頂いたのはやはり同窓の先
生方でした。同窓会へお誘い頂き、本当にあり
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がとうございました。
高知人のさがか、お酒の席に呼ばれれば断ら
ないことに加え、若い同窓生の参加者がいない
ために役員にもなってしまいました。こんない
い加減な自分が役員に携わる危機的な状況を、
若い同窓生、最近参加されてない同窓生の皆様
の参加で改善して頂ければ幸いです。
高知の人間が縁あって福島県、栃木県と渡り
歩き、青森に腰を落ち着かせました。これから
も縁を大事にしていきたいと思います。支部の
同窓会に参加されたことのない方は、是非ご良
縁を探してみてください。
最後に、貴重な機会を頂きました青森県支部
長の久米田譲先生ありがとうございました。
昨年9月に移転先の医院も完成し、スタッフ雇
用問題などはありますが、なんとか一息つける
ようになりました。今後も母校や同窓生のより
一層のご活躍を祈念いたします。

森田 和弘（歯学部7期生）
卒後何年経つだろうか。
4、5年前に郡山に立ち寄った時、あまりの様

変わりに驚きました。
伊藤下宿が無い、裏山も綺麗に整地され、宅
地になっている。私が居た時には、裏山にはキ
ジが鳴いて周りはわずかな家と田んぼばかり
だったのに浦島太郎の気分とはまさにこのこと
でしょう。
そして今日の歯科治療に関しても同様に感じ
られます。
私達が卒業した頃には、インプラントが普通
に歯科医院で行われているなんて誰が想像でき
たでしょうか。
根管治療においてもマイクロスコープの使用、
Ni－Ti ファイルの発売、根管拡大と同時に根管
長測定ができる機器等、様々な物が発売されて
きました。ただ、私としては購入した時よりも
上手に出来ているのか不安に思うところがあり
ます。数え上げるとキリがなく、この先どんな
機械が発売されてくるのか楽しみな反面、それ
を購入できるだけの資金が有るのかも、ますま
す不安が増すところです。
今までどれほどの患者さんに様々な事を教わ
り、色々なご迷惑をかけ成長させて頂き、何度
心の中で手を合わせてごめんなさいと呟いたこ
とか。
ただこの年になっても患者さんが来てくれて
いるから、ありがとうの精神だけは忘れずにが
んばっています。

永澤 佑佳（薬学部１期生） 
皆様こんにちは。私は薬学部の第１期生です。
同窓生の皆様は、どのようにお過ごしでしょう
か。約15年前、郡山の町で、薬剤師になるため
の多くのミッションに打ちひしがれながらも、
友人たちとプリクラを撮ったり、駅前のタ○ー
ズコーヒーでコイバナをしたりと、いかにも大
学生らしいトキメキの生活を送っていたことが、
とても懐かしく思い出されます。
私は、大学卒業後、東北医科薬科大学大学院修
士課程を修了し、国立病院機構仙台医療センタ
ーへ入職しました。その後、同 福島病院、同 弘
前総合医療センターでの勤務を経て、2018年よ

り再び仙台医療センター（以下、当院）で業務に
あたっています。現在は、医薬品情報管理主任
として主にDI業務に従事していますが、並行し
て妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師として周産
期医療にも携わっているため、本日はこれにつ
いて紹介させていただきます。
妊娠・授乳中に薬剤を使用することに関して
は未だ情報が限られていますが、催奇形性・胎児
毒性や成長・発達への影響を考慮した上で、母子
双方に最適な薬物療法を提案するのが、この分
野の認定薬剤師の役割です。当院では、合併症
治療のために服薬している妊婦がいる場合に、
薬剤に関する疫学データや文献情報などを集め
てカルテに記載し、医師や助産師と情報を共有
しています。そして、その中で母親やご家族へ
直接情報提供すべきと判断されたケースでは、
薬剤師がカウンセリングを行っています。この
ように、当院では薬剤師が専門知識を活かし、母
親（ご家族）が自身の受ける治療について正しく
理解し、倫理的・科学的に妥当な判断ができるよ
う、支援にあたっています。
私は現在、病院薬剤師として少しずつ経験を
積むことができており、日常業務でも専門分野
でも多くのやりがいを感じています。学生時代
とは違っても、相変わらず（少しオトナの）トキ
メキの日々が続いていることに感謝し、今後も
精進してまいりたいと思います。

（８）
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の参加で改善して頂ければ幸いです。
高知の人間が縁あって福島県、栃木県と渡り
歩き、青森に腰を落ち着かせました。これから
も縁を大事にしていきたいと思います。支部の
同窓会に参加されたことのない方は、是非ご良
縁を探してみてください。
最後に、貴重な機会を頂きました青森県支部
長の久米田譲先生ありがとうございました。
昨年9月に移転先の医院も完成し、スタッフ雇
用問題などはありますが、なんとか一息つける
ようになりました。今後も母校や同窓生のより
一層のご活躍を祈念いたします。

森田 和弘（歯学部7期生）
卒後何年経つだろうか。
4、5年前に郡山に立ち寄った時、あまりの様

変わりに驚きました。
伊藤下宿が無い、裏山も綺麗に整地され、宅
地になっている。私が居た時には、裏山にはキ
ジが鳴いて周りはわずかな家と田んぼばかり
だったのに浦島太郎の気分とはまさにこのこと
でしょう。
そして今日の歯科治療に関しても同様に感じ
られます。
私達が卒業した頃には、インプラントが普通
に歯科医院で行われているなんて誰が想像でき
たでしょうか。
根管治療においてもマイクロスコープの使用、
Ni－Ti ファイルの発売、根管拡大と同時に根管
長測定ができる機器等、様々な物が発売されて
きました。ただ、私としては購入した時よりも
上手に出来ているのか不安に思うところがあり
ます。数え上げるとキリがなく、この先どんな
機械が発売されてくるのか楽しみな反面、それ
を購入できるだけの資金が有るのかも、ますま
す不安が増すところです。
今までどれほどの患者さんに様々な事を教わ
り、色々なご迷惑をかけ成長させて頂き、何度
心の中で手を合わせてごめんなさいと呟いたこ
とか。
ただこの年になっても患者さんが来てくれて
いるから、ありがとうの精神だけは忘れずにが
んばっています。

永澤 佑佳（薬学部１期生） 
皆様こんにちは。私は薬学部の第１期生です。
同窓生の皆様は、どのようにお過ごしでしょう
か。約15年前、郡山の町で、薬剤師になるため
の多くのミッションに打ちひしがれながらも、
友人たちとプリクラを撮ったり、駅前のタ○ー
ズコーヒーでコイバナをしたりと、いかにも大
学生らしいトキメキの生活を送っていたことが、
とても懐かしく思い出されます。
私は、大学卒業後、東北医科薬科大学大学院修
士課程を修了し、国立病院機構仙台医療センタ
ーへ入職しました。その後、同 福島病院、同 弘
前総合医療センターでの勤務を経て、2018年よ

り再び仙台医療センター（以下、当院）で業務に
あたっています。現在は、医薬品情報管理主任
として主にDI業務に従事していますが、並行し
て妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師として周産
期医療にも携わっているため、本日はこれにつ
いて紹介させていただきます。
妊娠・授乳中に薬剤を使用することに関して
は未だ情報が限られていますが、催奇形性・胎児
毒性や成長・発達への影響を考慮した上で、母子
双方に最適な薬物療法を提案するのが、この分
野の認定薬剤師の役割です。当院では、合併症
治療のために服薬している妊婦がいる場合に、
薬剤に関する疫学データや文献情報などを集め
てカルテに記載し、医師や助産師と情報を共有
しています。そして、その中で母親やご家族へ
直接情報提供すべきと判断されたケースでは、
薬剤師がカウンセリングを行っています。この
ように、当院では薬剤師が専門知識を活かし、母
親（ご家族）が自身の受ける治療について正しく
理解し、倫理的・科学的に妥当な判断ができるよ
う、支援にあたっています。
私は現在、病院薬剤師として少しずつ経験を
積むことができており、日常業務でも専門分野
でも多くのやりがいを感じています。学生時代
とは違っても、相変わらず（少しオトナの）トキ
メキの日々が続いていることに感謝し、今後も
精進してまいりたいと思います。
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